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要　　旨

【目　的】　母乳育児支援のシミュレーション教育を通した学びの内容、助産学実習に活かされた内

容を明らかにし、助産学実習への効果的な移行を目指した母乳育児支援におけるシミュレーション

教育の学習効果と今後の課題を検討する。

【方　法】　質的記述的研究デザインである。対象は本学助産学生18名であった。調査内容は、シミュ

レーション教育を実施し、シミュレーション教育後の学習内容と課題、助産学実習後の学びとシミュ

レーション教育で学びたかった内容等を調査した。

【結　果】　シミュレーション教育後の学び及び助産学実習に活かされた内容は、【基本的助産診断

技術】【助産師のアイデンティティ】であった。助産学実習後にシミュレーション教育で学びたかっ

た内容は、【助産実践に活かす多様な授乳支援】であった。

【結　論】　母乳育児支援のシミュレーション教育は、授乳支援に必須の基本的助産技術の獲得と助

産師としてのアイデンティティの基盤が形成され学習効果が期待された。今後の課題は、シミュレー

ション教育前の学生のレディネスとして授乳状況の観察・アセスメントに必要な基礎的知識を習得

させる。妊娠期から産褥期まで継続的に母子への支援ができる事例を設定し、授乳支援に必要な助

産診断技術を強化する。具体的な授乳支援を助産学実習で補完する教育方略が必要である。

キーワード：シミュレーション教育、助産学教育、助産学実習、母乳育児支援、質的記述的研究

Ⅰ．緒　　　　　言

　助産学実習において学生は、妊娠期から分娩期・産

褥期・新生児期と継続的に母子に関わり、正常からの

逸脱を予測しながら対象者のニーズに合った助産ケア

を展開する。平成27年度乳幼児栄養調査によると、約

95％の妊婦が母乳で育てたいと希望しており、褥婦に

対する支援として、母乳育児支援が重要な支援となっ

てくる。助産師に求められる実践能力と卒業時の到達

目標 1 )では、「母乳育児に関する知識及び技術を提供し、

乳房ケアを行う」とあり、教員や臨床指導者の指導の

もと実践できることが求められている。実際の臨床場
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面の産褥期支援において、母乳育児支援は大きな比重

を占める。しかし、実習前の講義や演習だけでは対象

の理解は難しく、さらに授乳時における褥婦のニーズ

もイメージしづらい。

　近年、看護学教育において、学生が主体的に学び、

臨床の現場においてより実践的な行動に役立つ教育方

法の一つとしてシミュレーション教育が注目されてい

る。大学における看護系人材養成の在り方に関する検

討会第一次報告 2 )では、出生数が減少傾向にある中、

シミュレーション教育の導入等、演習の充実を図り、

妊娠期から子育て期にある母子と家族を切れ目なく継

続的に支援する能力の向上を担保し、演習と実習の有

機的連動を検討することの必要性が提言されている。

これまで、助産学生を対象としたシミュレーション教

育の効果についての研究は、分娩期を対象としたもの

が多く 3 ─ 5 )、産褥期、特に母乳育児支援の場面を対象

とした日本国内における報告はない。母乳育児支援は、

母児ともに多くの観察の視点が必要となり、授乳につ

いて自己選択ができるよう褥婦の気持ちに寄り添う支

援が重要となる。そこで、シミュレーション教育にお

いて授乳場面を観察し、アセスメントにつなげる力を

養うことで、実習へのスムーズな移行を目指すことが

できるのではないかと考えた。

　2016年に開講した本学の助産師課程では、助産学演

習科目において、妊娠期、分娩期、産褥期、新生児期

の各期の事例を設定し、シミュレーション教育を導入

した。妊娠期におけるシミュレーション教育では、妊

娠期の基本的助産技術の獲得と必要な知識の再確認、

コミュニケーション技術の向上が期待でき、助産師と

してのアイデンティティの基盤が形成され、助産学実

習前の準備性を高める学習効果が示唆された 6 )。そこ

で今回、産褥期の母乳育児支援のシミュレーション教

育を通した学生の学びと助産学実習で活かされた内容

を明らかにし、助産学実習への効果的な移行を目指し

たシミュレーション教育の在り方を検討する。

Ⅱ．目　　　　　的

　産褥期の母乳育児支援のシミュレーション教育を通

した学びの内容と、助産学実習に活かされた内容を明

らかにし、助産学実習への効果的な移行を目指したシ

ミュレーション教育の学習効果と今後の課題を検討す

る。

Ⅲ．用 語 の 定 義

　シミュレーション教育：臨床の事象を、学習要素に

焦点化して再現した状況の中で学習者が人や物にかか

わりながら医療行為やケアを経験し、その経験を学習

者が振り返り検証することによって専門的な知識・技

術・態度の統合を図ることを目指す教育（学習）7 )

Ⅳ．方　　　　　法

１．研究デザイン

　研究デザインは質的記述的研究デザインである。

２．研究対象者

　対象は2016年度～2018年度に本学助産師課程を選択

した学生18名である。

３．本学におけるシミュレーション教育の概要

1）学習目標

　助産師に求められる実践能力と卒業時の到達目標 1 )

では、「母乳育児に関する知識及び技術を提供し、乳

房ケアを行う」とあり、教員や臨床指導者の指導のも

と実践できることが求められている。本学では母乳育

児支援のシミュレーション教育の学習目標を以下の 2

つとした。

　⑴ 　産褥期の乳房の状態を把握するために必要な技

術（観察・授乳支援）について習得できる

　⑵ 　授乳場面のシミュレーションから必要な援助に

ついて考察し、実施できる

2）母乳育児支援シミュレーション教育の位置づけ

　阿部 7 )のシチュエーション・ベースド・トレーニ

ングを参考に、以下⑴～⑸の手順に沿って学習を進め
た。

　⑴　事前学習
　　 　母乳育児支援のシミュレーションに必要な知識

として、助産診断技術学の講義において、乳房の

解剖生理や母乳育児支援の基本を学んだ。その際、

3年次の母性看護学実習における褥婦の授乳場面

を想起させ、より具体的な学びとなるよう意識付

けを行った。

　⑵　ブリーフィング
　　 　学習目標、事例紹介を行い、シミュレーション

で行う課題を説明した。シミュレーションは、学

生が 2人 1組（褥婦役・助産師役）となり、授乳
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場面のシミュレーションを実施した。学生には役

割を発表した後、褥婦及び新生児の状況などが記

載されたシナリオを渡し 5分間で状況設定を理解

させた。

　　 　シナリオ事例は、学生が受け持つ正常な産褥経

過の母子で、授乳場面で遭遇する可能性がある事

例を教員間で検討し 3事例を作成した。（図 1）

　⑶　シミュレーションの実際（ロールプレイ）
　　 　ロールプレイはブリーフィングで示された課題

に沿って、産後の個室の環境を再現した空間で、

学生を助産師、褥婦の役割をランダムに配置し実

施した。また、各場面のシミュレーション中、残

りの学生と教員は観察者となり、行動チェックリ

スト（図 2）の項目に沿って観察し、リフレクショ

ン時の振り返りに活用した。また、各場面のシミュ

レーション中の様子を全体の様子が分かる角度か

ら、教員がビデオ撮影した。

　⑷　リフレクション
　　 　シミュレーション終了後に、学生および教員で

リフレクションを行った。リフレクションでは褥

婦役・助産師役の学生及び観察者、それぞれの視

点から振り返り、さらに、ビデオ撮影した動画を

再度閲覧することによる気付きについて振り返り

を行った。学生は自分の理解や思考過程などを言

語化しながら、ディスカッションを行った。

　⑸　まとめ
　　 　演習終了後、実習に向けた課題を文章にて明確

化した。その課題を実習までに達成できるよう個

人で事後学習を進めた。

４．調査方法および内容

　本学における母乳育児支援のシミュレーション教育

終了後および助産学実習終了後に、自記式質問紙を用

いて学びの内容について調査した。調査項目は、以下

のとおりである。

1）シミュレーション教育終了後の学びの内容

　中島ら 6 )のシミュレーション教育に関する学生の

学びを参考に、①ロールプレイを通した学び、演じる
こと、それを見ることにより自己理解に繫がった内容、

②リフレクションを通した学び、自己理解に繫がった
内容、③演習を終えて実習に向けての課題の 3つを自

由に記載してもらった。

2）助産学実習終了後の学びの内容

　助産学実習では 1事例の継続妊婦を妊娠中期から分

娩、産褥 1カ月まで受け持つ。学生は継続妊婦を通し

て、妊娠期からの母乳育児の支援、分娩直後の母子相

互作用、産褥入院期間の母乳育児に関する観察と援助

を行い、産褥 1カ月まで継続した関わりを持つ。よっ

て、助産学実習での学びを実習全体を通しての学びと

し、①実習全体を通して活かされた内容、②シミュレー
ション教育で学びたかった事の 2つを自由に記載して

もらった。

〈行動チェックリスト〉　肯定的評価ができれば☑

□ 母親の顔を見て話すことができる

□ 母親を否定せずに温かい声かけができる

□ 母親の健康状態を把握できる

□ 母親の心理状態を把握できる

□ 新生児の状態を把握できる

□  「直接授乳観察用紙」を用いて、母親と新生児の観察
ができる

□ 母親と新生児に必要な援助を考えることができる

図２　 母乳育児支援シミュレーション行動チェックリスト

図１　母乳育児支援のシミュレーション教育の実際



─　　─6

群馬パース大学紀要　№ 28

５．分析方法

　シミュレーション教育および助産学実習終了後の学

びの内容は、記述内容の出現を算出するための最小限

の内容である記録単位を決定し、コード名を付けた。

それぞれのコードの意味表現の同質性、異質性に基づ

き分類し、サブカテゴリ名毎に記録単位を抽出および

算出した。その後、カテゴリ、テーマの抽出を試みた。

分析の過程では、質的研究法を熟知した助産学の研究

者 4名で精度を高めるために話し合いを繰り返し、分

析結果の信頼性の確保に努めた。調査期間は2017年 3

月～2019年 3月であった。

６．倫理的配慮

　学生へは、口頭と文書で研究目的および研究方法を

説明した。研究への参加・不参加は自由意志であり、

参加・不参加に関わらず科目への成績や個人に不利益

が生じないことを明示した。質問紙は無記名であり個

人が特定されないこと、質問紙の結果は本研究にのみ

母親の名前：　　　　　　　　　　　児の名前　　　　　　日齢：　　

授乳がうまくいっているサイン 困難がありそうなサイン

全体

【母　　親】

□健康そうにみえる

□リラックスしており、居心地がよさそう

　（無理のない姿勢）

□母親と赤ちゃんとの絆のサイン

　（自信のある抱き方、目と目を合わせる）

□病気または落ち込んでいそうにみえる

□緊張しており、不快そうにみえる

　（肩に力が入る、無理な姿勢をとっている）

□母子が目を合わせない

　（こわごわ抱いている、赤ちゃんと触れ合いがない）

【赤ちゃん】

□健康そうに見える

□穏やかでリラックスしている

□空腹時、乳房に向かったり探したりしている

□眠そう、具合が悪そうにみえる

□落ち着きがない、泣いている

□乳房に向かわない、探さない

乳　　房

□健康そうにみえる

　（柔らかくはりがある、皮膚損傷がない）

□痛みや不快感がない

□乳輪から離れた位置でしっかり指で支えられている

□乳頭の突出

□発赤、腫脹、あるいは疼痛

　（過度の乳房緊満）

□乳房や乳頭がいたい

□乳輪に指がかかったまま乳房を支えている

□乳頭が扁平（陥没）で、突出していない

赤ちゃんの体勢

□頭と体がまっすぐになっている

□母親の身体に引き寄せられて抱かれている

□赤ちゃんの体の全体が支えられている

□ 赤ちゃんが乳房に近づくとき、赤ちゃんの鼻が母親の乳
頭の位置にある。

□授乳をするのに、首と頭がねじれている

□母親の身体に引き寄せられて抱かれていない

□赤ちゃんの頭と首だけで支えられている

□乳房に近づくとき、下唇、下顎が乳頭の位置にある

赤ちゃんの吸着

□乳輪は赤ちゃんの上唇の上部のほうがよく見える

□赤ちゃんの口が大きく開いている

□下唇が外向きに開いている

□赤ちゃんの下顎が乳房に触れている

□下唇の下部のほうが乳輪がよく見える

□口が大きく開いていない（おちょぼ口）

□唇をすぼめている、もしくは巻き込んでいる

□下顎が乳房についていない

哺　　乳

□ゆっくり深く、休みのある吸啜

□哺乳している時は頬が膨らんでいる

□哺乳を終える時は、赤ちゃんが乳房をはなす

□母親がオキシトシン反射のサインに気がつく

　（乳汁が漏れたり、ジンジンしたりする感覚）

□ 飲んでいるように見えたり、飲み込む音が聞こえたりす
る

□早くて浅い吸啜

□哺乳している時に頬が内側にくぼむ

□母親が赤ちゃんを乳房からはなしてしまう

□オキシトシン反射のサインに気がつかない

□舌打ちするような、舌を鳴らすような音が聞こえる

　（チュパチュパといった音）

備考（上記の項目以外で、授乳（母親の乳房の状態）に関して特記すべきことを記載する）

・ UNICEF／WHO赤ちゃんとお母さんにやさしい母乳育児支援ガイド ベーシック・コース―「母乳育児成功のための10カ
条」の実践，P166　一部改変（括弧の内容を追加）

図３　直接授乳観察用紙
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使用することを明示した。本研究は所属大学研究倫理

審査委員会の承認を得て実施した（承認番号：PAZ16

─25）

Ⅴ．結　　　　　果

　助産師学生18名に研究協力を依頼し、研究協力の同

意が得られた18名全員から回答を得た。研究参加者の

データは、シミュレーション教育後の学生の学びと課

題では、ロールプレイを通した学び75記録単位、リフ

レクションを通した学び64記録単位、実習に向けた課

題66記録単位であった。これらの記録単位を質的・帰

納的に分類した結果、ロールプレイを通した学び10サ

ブカテゴリ、 4カテゴリ、リフレクションを通した学

び、7サブカテゴリ、4カテゴリ、実習に向けた課題、

6サブカテゴリ、 3カテゴリに集約された。最終的に

シミュレーション教育後の学びと課題は、 2テーマと

なった（表 1）。

　助産学実習終了後では、実習に活かされた内容27記

録単位、シミュレーション教育で学びたかった内容14

記録単位であった。これらの記録単位を質的・帰納的

に分類した結果、助産学実習に活かされた内容、 4サ

ブカテゴリ、 3カテゴリ、シミュレーション教育で学

びたかった内容、 3サブカテゴリ、 2カテゴリに集約

された。最終的に助産学実習に活かされた内容とシ

ミュレーション教育で学びたかった内容は、 3テーマ

となった（表 2）。

　以下、テーマ（【　】で示す）を構成するカテゴリ

は〈　〉、文脈の内容が示す記録内容を「　」で示す。

１．シミュレーション教育後の学びと課題（表１）

1）ロールプレイを通した学び

　ロールプレイを通した学びは、【基本的助産診断技術】

【助産師のアイデンティティ】の 2つのテーマに分類

された。

　【基本的助産診断技術】は、〈母児の全身状態、授乳

表１　シミュレーション教育後の学びと課題

テーマ カテゴリ サブカテゴリ 記録単位

１．ロールプレイを通した学び

基本的助産診断技術

母児の全身状態、授乳状況を把握するための多

面的かつ経時的な観察とアセスメント

１点だけでなく多面的な授乳状況の観察の視点 10

妊娠・分娩・産後の経過を踏まえた全身状態の情報収集 11

授乳状況に沿った観察項目と関連性のあるアセスメントの視点 3

母親の状態に合わせた授乳支援の難しさ 産後の経過や授乳状況を把握し必要な支援を考えることの難しさ 6

助産師のアイデンティティ

母親に安心を与える助産師の態度
母親にとって話しやすい態度・雰囲気づくり 16

母親の母乳育児の不安を理解した助産師の関わり 12

母親の気持ちに寄り添う助産師の関わり

母親の母乳育児の気持ちを受容した助産師の関わり 7

母親の立場を考えた助産師の関わり 4

褥婦役を通して客観視した母乳育児の自信に繋がる助産師の態度 5

褥婦役を通して客観視した授乳に伴う羞恥心 1

合計 75

２．リフレクションを通した学び

基本的助産診断技術

母児の全身状態、授乳状況のアセスメントと授

乳支援

母児の全身状態を踏まえた総合的アセスメント 13

授乳状況のアセスメントに基づく授乳支援 14

母親の自立を促す授乳支援 母親の自立を促す授乳支援 8

助産師のアイデンティティ

母親に安心と信頼を与える助産師の態度
母親にとって話しやすい態度・雰囲気づくり 9

母親との信頼関係に影響を与える助産師の態度 2

母親が主体の母乳育児を支える助産師の関わり
母親が主体の（望む）母乳育児を支える助産師の関わり 15

母親の自己効力感を高めるような助産師の関わり 3

合計 64

3．実習に向けた課題

基本的助産診断技術
授乳状況のアセスメントに必要な知識と観察の

視点

授乳状況のアセスメントに必要な正確な知識 19

母児の全身状態を含めた観察の視点 13

授乳状況を判断するための系統立てた観察の視点 6

助産師のアイデンティティ

母親の母乳育児に寄り添う助産師の精神的な関

わり

母親の授乳への想いに寄り添う共感的態度 10

母親の不安の軽減を図る精神的支援 11

母親が主体の母乳育児を支える助産師の関わり 母児が主体の授乳支援を支える助産師の関わり 7

合計 66
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状況を把握するための多面的かつ経時的な観察とアセ

スメント〉、〈母親の状態に合わせた授乳支援の難しさ〉

の 2カテゴリが抽出された。学生は、授乳場面では、

1点だけでなく広い視野で観察し、妊娠から分娩、産

後と経時的に情報を捉える視点を学び、一方で母親の

状態に合わせて授乳支援することの難しさを学んでい

た。

　「母親の姿勢や授乳環境を観察して、広い視野をもっ

て観察をしていくことが大切であると学んだ」「授乳

だけを見るのではなく、お母さんの身体的、心理的な

状態、母乳育児への意欲と妊娠期からの変化、赤ちゃ

んの状態など総合的に観察していくことが必要である

と学んだ」「褥婦さんに伝える時に、正常から逸脱し

ている状況に対して褥婦さんを不安にさせないために

はどのような声掛けが出来るかにを考え対応する事が

難しかった。」

　【助産師のアイデンティティ】は〈母親に安心を与

える助産師の態度〉〈母親の気持ちに寄り添う助産師

の関わり〉の 2つのカテゴリが抽出された。学生は、

褥婦役・助産師役を通して、助産師の話しやすい態度

や労いの言葉がけが安心感や母乳育児の自信に繋がり、

助産師の態度が母親に与える影響について学んでい

た。

　「褥婦を演じて、助産師がしっかりと顔を見て話し

てくれることで、こちらに関心があり、気にかけてく

れているというのが伝わった」「助産師として褥婦の

言葉を傾聴し、具体的に一つ一つ確認し解決できるよ

うに関わる必要があると学びました」「褥婦役をやっ

てみて、労いの言葉や、褒める言葉が自信につながる

ということを実感した」「自分が褥婦役をすると、助

産師に授乳の場面を静かに見られていることに抵抗を

感じ、出来る限り早く授乳を終わらせようとした。実

際に見られていることに抵抗を感じる方は多くいると

考えたので、自分が何をするために観察しているのか

を伝え、（母親が）授乳を見られている事だけに集中

しないような（見られているという印象を与えないよ

うな）声掛けや会話も大切であると学びました」

2）リフレクションを通した学び

　リフレクションを通した学びは、【基本的助産診断

技術】【助産師のアイデンティティ】の 2つのテーマ

に分類された。

　【基本的助産診断技術】は〈母児の全身状態、授乳

状況のアセスメントと授乳支援〉〈母親の自立を促す

授乳支援〉の 2カテゴリが抽出された。学生は、母児

の全身状態を踏まえたアセスメントとその診断に基づ

いた授乳支援、さらに母親自身が一人でも自立して母

乳育児を継続できる支援が重要であることを学んでい

た。

　「授乳や乳房の状態だけでなく、きちんと母児の健

康状態を把握し、アセスメントにつなげていけるよう

情報収集していく必要性を学んだ」「『いつものように

あげてみてください』と普段の様子を観察し、何がで

きていて何ができていないのか明確にして、できるこ

とは褒めて、できないことは、具体的に正しい方法を

伝えていく」「効果的なラッチオンがどのようなもの

か母親に伝えておくことで、母親が 1人でも授乳が続

けられるように援助する必要があると学んだ」

　【助産師のアイデンティティ】は、〈母親に安心と信

頼を与える助産師の態度〉〈母親が主体の母乳育児を

支える助産師の関わり〉のカテゴリが抽出された。学

生は、母親にとって話しやすい態度や雰囲気づくりが

重要であり、助産師の一方的な関わりでなく、母親が

母乳育児の主体となり、自己効力感を高められるよう

な助産師の関わりを学んでいた。

表２　シミュレーション教育での学びが助産学実習に活かされた内容とシミュレーション教育で学びたかった内容

テーマ カテゴリ サブカテゴリ 記録単位

1．助産学実習に活かされた内容

基本的助産診断技術

実践に活かされた授乳状況のアセスメントと授

乳支援

シミュレーションで学んだ観察とアセスメントの視点 8

シミュレーションで学んだ授乳支援 6

個別性を考慮した授乳支援 個別性を考慮した授乳状況のアセスメントと支援 7

助産師のアイデンティティ 母親の気持ちに寄り添う助産師の関わり 母親の気持ちを受容した助産師の関わり 6

合計 27

2．シミュレーション教育で学びたかった内容

助産実践に活かす多様な授

乳支援

実践に活かせる具体的な授乳支援
具体的な乳房の観察や母乳育児支援 8

授乳支援に活かせる保健指導 2

乳房トラブルに対応できる助産技術 乳房トラブルに対応できる助産技術 4

合計 14
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　「助言や声かけは、一方的ではなく、相手の視野に

入り、母親の反応をみながら行うことで母親との関係

が築けていくとわかった」「情報提供の際は、主体は

母親であることを改めて感じ、その提案が押し付けに

ならないように言葉の選択や伝え方が重要であると感

じた」「授乳の様子を観察した際には、よくできてい

た部分は、褥婦自身が意識できるようにほめる事で、

何が良いのかを褥婦自身の体験の中から意識でき、何

が良かったのかを実際に理解できるだけでなく、これ

で良かったという自己効力感へ繋がると感じました」

3）実習に向けた課題

　実習に向けた課題は、【基本的助産診断技術】【助産

師のアイデンティティ】の 2つのテーマに分類された。

　【基本的助産診断技術】は、〈授乳状況のアセスメン

トに必要な知識と観察の視点〉が抽出された。学生は、

根拠に基づく授乳支援のためには必要な知識を得るこ

と、母児の全身状態の観察と系統的な観察の視点を持

つことを課題としていた。

　「何を説明するにも根拠がないと納得することが難

しいと感じ、観察したことをその場でアセスメントす

ることができるよう知識を十分に身に付ける必要があ

ると感じた」「授乳を観察することは母の身体的・精

神的状態や児の状態など全体像を把握していくことが

大切であると学んだ」「短い時間の中でもその時の褥

婦さんの状態をアセスメントするために事前に情報を

集めるだけでなく、この褥婦さんは特にどんな所に注

意して観察する必要があるのか整理した上で多くの情

報を広くとっていくことが課題である」

　【助産師のアイデンティティ】は、〈母親の母乳育児

に寄り添う助産師の精神的な関わり〉〈母親が主体の

母乳育児を支える助産師の関わり〉のカテゴリが抽出

された。学生は、母親の気持ちを受け止め、不安な気

持ちに寄り添える態度を身につけたいと考え、助産師

の一方的な関わりでなく母親が主体の母乳育児をでき

るように関わりたいという助産師の態度を課題として

いた。

　「課題として、褥婦の想いを真摯に受け止め、寄り

添っていく姿勢や言葉掛けを身につけていきたい」「褥

婦の不安や悩み、訴えに真摯に向き合う姿勢が助産師

として必要となるため、褥婦のもとへ行く前に情報収

集を行い、不安や悩みなどどのようなものがあるかを

ある程度予測してから関わるということを課題とした

い」「母親は一生懸命授乳をしているため、指導内容

を押し付けたりせずに 1つの提案として提示していき、

一つ一つ確認しながら話を進めていけるように、余裕

と自信をつけたい」

２．助産学実習に活かされた内容とシミュレーション

教育で学びたかった内容（表２）

1）実習に活かされた内容

　【基本的助産診断技術】【助産師のアイデンティティ】

の 2つのテーマに分類された。

　【基本的助産診断技術】は、〈実践に活かされた授乳

状況のアセスメントと授乳支援〉〈個別性を考慮した

授乳支援〉の 2カテゴリが抽出された。学生は、シミュ

レーション教育において、授乳場面では母児をアセス

メントし支援すること、さらに母親の授乳に関する心

配事へのコミュニケーションの難しさを学び、実習に

活かしていた。

　「シミュレーション学習で児への声掛けや対応も大

切であると学んだので、母子への指導、ケア中に活用

できて良かった」「シミュレーションで行っていた授

乳についての援助が実習での援助の方法に行かされた

と思う」「シミュレーション学習で練習をしても、実

際の母親の悩みは多種多様で、難しい質問に返答に迷

うこともあるので、実習を想定した会話やシミュレー

ションは沢山練習しておいて損はないと実感した」

　【助産師のアイデンティティ】は、〈母親の気持ちに

寄り添える助産師の関わり〉のカテゴリが抽出された。

学生は、シミュレーション教育において産後の母親の

授乳の大変さを理解できていたことにより、実習の授

乳場面では母親への精神的な関わりに活かしていた。

　「シミュレーションにより授乳の大変さの理解につ

ながったことで、そこから褥婦への育児の大変さやね

ぎらいの声かけにつながったと考える」

2）シミュレーション教育で学びたかった内容

　シミュレーション教育で学びたかった内容は、【助

産実践に活かせる多様な授乳支援】のテーマであり、

〈実践に活かせる具体的な授乳支援〉〈乳房トラブルに

対応できる助産技術〉から抽出された。学生は具体的

な乳房の観察の視点やマッサージの指導方法、乳房ト

ラブルに対応できる助産技術をシミュレーション教育

で学びたかったという内容であった。

　「乳管を開通させたり、乳輪・乳頭を軟らかくした

りするマッサージはどのように指導したらよいのか、

また具体的マッサージ方法の実際（について学びたい）」

「乳頭・乳房トラブルが生じてしまった褥婦への支援

方法について詳しく学びたいと感じた」
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Ⅵ．考　　　　　察

１ ．助産学実習に活かされた母乳育児支援のシミュ

レーション教育の学習効果

　助産師教育のシミュレーション教育の学習効果とし

ては、助産技術獲得、知識の獲得、学習者の自信と満

足、コミュニケーション技術の向上等が期待されてい

る 8 )。本学の母乳育児支援のシミュレーション教育を

通した学びの内容からも、【基本的助産診断技術】【助

産師のアイデンティティ】の 2テーマがあり、これら

は、助産学実習に活かされた内容と概ね同様の内容で

あったことから、助産学実習に繋がる効果的なシミュ

レーション教育の学習効果であることが明らかとなっ

た。

1）基本的助産診断技術

　千葉ら 9 )は、ロールプレイの一連の流れの中で、自

己の知識・技術を統合させそれまで見過ごしてきた不

明点を明らかにし、リフレクションを通して自分と他

者の意見を比較することや映像で振り返ることで、自

らが理解度を再確認し、学びを再発展すると述べてい

る。本学の母乳育児支援のシミュレーション教育では、

助産師役・褥婦役のロールプレイを通して、〈母児の

全身状態、授乳状況のアセスメントと授乳支援〉が示

され、授乳支援の基本的な助産診断技術を学び、学生

からの意見や教員の助言、自己の映像を振り返るリフ

レクションを通して、ロールプレイでは認識されな

かった〈母親の自立を促す授乳支援〉を学んでいた。

さらに、実習に向けた課題として〈授乳状況のアセス

メントに必要な知識と観察の視点〉が示されたことか

ら、シミュレーション教育を通して学生自身が自己の

準備不足を認識し、実習に向けた具体的な課題を表出

することに繋がったといえる。2019年版「授乳・離乳

の支援ガイド」10)の改訂では、授乳を確立するように

母子の個別性に応じた継続的な支援や情報提供につい

ての重要性が示されている。本学のシミュレーション

教育が助産学実習に活かされた内容は、〈授乳支援の

実践に活かされた授乳状況のアセスメントと授乳支援〉

と〈個別性を考慮した授乳支援〉であったことから学

生は、シミュレーション教育において授乳支援に必須

の基本的な助産診断技術の学びを活かし、実習では継

続事例の個別性を考慮しながら、母児の全身状態や授

乳状況をアセスメントし、授乳支援に活かすことがで

きたと考えられる。

2）助産師のアイデンティティ

　ロールプレイを通して、患者─看護師関係の考察に

より患者理解が深められ、共感能力が高まり、行動の

根拠が熟慮され、学習者の集団としての凝縮性の高ま

りが期待される11)。本学の授乳場面のロールプレイで

はカテゴリ〈母親の気持ちに寄り添う助産師の関わり〉

が示され、褥婦役を通して主観的観点から、また助産

師役を通して客観的観点から母親の母乳育児の不安に

寄り添い、授乳に伴う羞恥心に配慮することの重要性

を学んでいた。つまり、ロールプレイによる褥婦役学

生と助産師役学生との関係性により、母親の母乳育児

への理解と共感性が高まったと考えられる。リフレク

ションでは、〈母親に安心と信頼を与える助産師の態度〉

が示され、実習に向けた課題では、〈母親の母乳育児

に寄り添う助産師の精神的な関わり〉、助産学実習に

活かされた内容では〈母親の気持ちに寄り添う助産師

の関わり〉が示されたことから、シミュレーション教

育を通して学生は、母親の母乳育児を支えるためには、

常に安心と信頼されるような助産師の態度や精神的な

関わりが重要であることを学習し、助産師としての態

度が実習にも活かされていたと考えられる。授乳支援

は、看護職者からの一方的な支援ではなく、母親の気

持ちに寄り添い、自立した授乳ができるための支援が

求められる12)。シミュレーション教育を通して、疑似

体験により患者の気持ちなどを実感することで、患者

をみる目や患者の心身の状況を理解する能力が養われ、

状況への対応の仕方や患者への接し方がより良いもの

になる13)。本学においても、リフレクションでは〈母

親が主体の母乳育児を支える助産師の関わり〉が示さ

れ、実習に向けての課題においても、同様のカテゴリ

が示されたことから、学生は、リフレクションにより、

客観的に振り返ることや学生間の意見交換や教員から

の助言を通して、助産師の一方的な関わりでなく、母

親が母乳育児の主体となるような助産師の関わりを学

んでいたことが明らかとなった。助産学生は、シミュ

レーション教育でのロールプレイとリフレクションに

よって養われた助産師としての態度が実習にも活かさ

れたと認識していた。このことから、シミュレーショ

ン教育は、母乳育児中の母親に寄り添い、母親が主体

の母乳育児を支える助産師のアイデンティティの基盤

を構築する貴重な学習の経験といえる。
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２．母乳育児支援のシミュレーション教育における今

後の課題

　シミュレーション教育後の実習に向けた課題には、

テーマ【基本的助産診断技術】が示され、〈授乳状況

のアセスメントに必要な知識と観察の視点〉を学生

個々が課題として挙げ、助産学実習に備える必要性を

認識していた。経験の浅い助産学生は、産後の母子の

経過に見合った授乳状況を系統的にアセスメントする

ことは難しく、シミュレーション教育前のレディネス

として、基礎的知識の獲得が不十分であったと考えら

れる。そのため、シミュレーション教育前の学生の準

備性として講義と演習の充実を図り、授乳支援に必要

な基礎的知識と観察の視点の学習を強化する必要があ

る。さらに、2022年度より適用される助産師に求めら

れる実践能力と卒業時の到達目標では、産褥期の診断

とケアに「母乳育児に関する知識の提供と乳房ケア、

授乳について自己選択ができるような支援」が位置づ

けられている。よって、母親が自ら選択した母乳育児

を助産師が支援できるような学習目標を位置づけ、妊

娠期から産褥期まで継続的に観察、アセスメントでき

るシナリオ事例の場面設定の工夫を図ると共に、シ

ミュレーション教育と助産学実習の継続事例を併せた

助産師教育の充実によって、授乳支援に必須の助産診

断技術を強化する教育方略が必要といえる。

　シミュレーション教育で学びたかった内容は、テー

マ【助産実践に活かす多様な授乳支援】が示された。

本学の助産学実習における継続事例の受け持ち妊産婦

はローリスクにある女性が対象である。そのためシナ

リオ事例は、母乳育児のシミュレーション教育の実際

で示した様に、 3事例が正常な産後の経過を辿る母子

であった。ローリスクのシナリオ事例に限定してシ

ミュレーション教育を行うことにより、産後の生理的

経過と授乳場面に対応した基本的な助産診断技術の学

習効果が期待される。しかし、本学の助産学実習終了

後における学生の意見では、〈実践に活かせる具体的

な授乳支援〉や〈乳房トラブルに対応できる助産技術〉

を学びたかったとあるように、臨床場面では、経時的

に変化する母児の全身状態の観察・アセスメントを踏

まえて、対象の個別性を考慮した具体的な乳房ケアや

授乳支援が必要となる。また、乳房トラブルが生じた

際には、その原因や対処を適切にアセスメントし、母

親に支援していくことが求められる。さらに昨今、妊

娠・出産の高年齢化に伴いハイリスク妊産婦や正常な

妊娠・分娩経過を逸脱し産褥早期に母子分離を余儀な

くされる症例を受け持つ学生も存在する。新人助産師

の視座から助産学実習において学びたかった内容では、

母乳育児支援に対応するための助産師と共に行う乳房

の診断、助産師による乳房マッサージ等の見学があり、

指導助産師の実践から得られた間接的な学びを明らか

にしている14)。つまり、限定されたシミュレーション

教育の中だけでは、産後の経時的変化に対応する具体

的な授乳支援や乳房トラブル時の対処、ハイリスクの

母子への授乳支援を実践することは難しかったといえ

る。よって助産学実習では、指導助産師と共に母乳育

児支援の場に立ち会い、指導助産師が行う乳房の診断

や授乳指導の見学を通してアセスメントの視点や具体

的な助産技術を養うことにより、シミュレーション教

育では学習できない経験を助産学実習で補完し、指導

助産師と連携した教育方略が必要であると考えられ

る。

Ⅶ．結　　　　　論

　本研究では、助産師学生を対象にシミュレーション

教育後及び助産学実習後の 2 時点で調査を行い、シ

ミュレーション教育の学習内容と実習に向けた課題、

シミュレーション教育が助産学実習に活かされた内容

とシミュレーション教育で学びたかった内容を明らか

にした。それにより、以下のシミュレーション教育の

効果および課題が示唆された。

　 1  ．助産師学生の助産学実習への効果的な移行を目

指した実践力を高める母乳育児支援のシミュレー

ション教育は、授乳支援に必須の基本的助産診断

技術の獲得と助産師としてのアイデンティティの

基盤が形成され、助産学実習前の準備性を高める

という点で有効である。

　 2  ．シミュレーション教育における今後の課題は、

シミュレーション教育前に授乳状況の観察・アセ

スメントに必要な基礎的知識を習得させる。妊娠

期から産褥期まで継続的な事例設定により母乳育

児支援に必須の助産診断技術を強化する。シミュ

レーション教育では達成できない具体的な授乳支

援の経験を助産学実習で補完し、指導助産師と連

携した教育方略が必要である。

Ⅷ．本研究の限界と課題

　本研究は、同一大学を修了した学生に限定されてい
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るため一般化するには限界がある。特に現在の様々な

助産師教育課程の学生では結果が異なる可能性があり、

この点においても限界があるといる。しかしながら、

シミュレーション教育が助産学実習にどのように活か

されたかを学生の視座から明らかにできたことに意義

がある。今後は、本研究で明らかにされたシミュレー

ション教育の課題について、学生のレディネスを整え、

シナリオ事例の検討や教授法の改良によってシミュ

レーション教育の充実を図る一方で、シミュレーショ

ン教育での達成が困難な課題について、助産学実習施

設と連携した教育方略を計画する必要がある。

　本研究の一部は、第59回日本母性衛生学会で発表し

た（論文内容に関し開示すべき利益相反の事項はな

い）。
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Abstract

Purpose: The purpose of this research was to clarify the contents of learning through breastfeeding 

support simulation education and the contents utilized in practical midwifery training. We discuss the 

learning effects of breastfeeding support simulation and future challenges for the purpose of effective 

transition to midwifery practice.
Methods: This study followed a qualitative, descriptive design. The subjects were 18 midwifery stu-

dents at a university. Simulation education was conducted. The survey contents were learning and 

problems occurring after simulation education, and learning utilized in midwifery training. It also 

covered that which the students wanted to learn through simulation education.
Results: The contents learned after simulation education and utilized for midwifery training were“Ba-

sic midwifery diagnosis and skills” and “Midwife identity.” The contents that midwifery students 

wanted to learn in simulation education were “Various breastfeeding support for midwifery practice.”
Conclusion: Breastfeeding support simulation education can be expected to help in acquisition of ba-

sic midwifery skills essential for breastfeeding support and form the basis of a midwife’s identity. For 

future tasks, as a preparatory step before simulation education, students should be required to ac-

quire the basic knowledge necessary for observing and assessing breastfeeding conditions. It 
strengthens the midwifery diagnosis and breastfeeding support skills by creating a situation that can 

continuously support the mother and infant from pregnancy through postpartum. Additionally, it is 

necessary to plan an educational strategy that complements the midwifery diagnosis and breastfeed-

ing support skills with midwifery training.

Key words:  simulation education, midwifery education, midwifery training, breastfeeding support, 
qualitative descriptive research


